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工
学
部
の
出
身
で
あ
る
私
の
観
光
研
究
を
振
り
返
る

と
、
あ
る
時
期
に
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
転
回
が
起
き
た
こ
と

を
自
覚
し
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
の
自
分
は
「
天
動
説
」

の
時
代
に
生
き
て
い
た
が
、あ
る
時
期
を
境
に
し
て
、「
地

動
説
」
を
信
じ
る
よ
う
に
な
り
、
研
究
の
視
点
が
大
き

く
変
わ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

ま
ず
は
、「
天
動
説
」
時
代
の
観
光
研
究
を
振
り
返
っ

て
み
る
。
私
が
観
光
の
世
界
と
本
格
的
に
関
わ
り
を
持

つ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
１
９
７
２
年
に
東
京
工
業
大

学
社
会
工
学
科
の
４
年
生
と
な
り
、
鈴
木
忠
義
先
生
の

ゼ
ミ
に
所
属
し
て
、
観
光
を
専
門
的
に
学
ぶ
よ
う
に
な

っ
て
か
ら
で
あ
る
。

当
時
、鈴
木
研
で
は
、地
域
か
ら
委
託
を
受
け
て
、「
い

わ
き
」「
屋
久
島
」
な
ど
の
観
光
地
計
画
を
実
施
し
て
お

り
、
研
究
室
に
所
属
早
々
に
そ
の
計
画
の
手
伝
い
を
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
後
の
進
路
に
繋
が
る
貴
重
な
経
験

だ
っ
た
。
こ
の
仕
事
の
中
で
、
地
図
か
ら
読
み
取
っ
た

標
高
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上
で
、
あ
る
地

点
か
ら
あ
る
地
点
ま
で
の
「
可
視
・
不
可
視
」
を
判
別

す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
地
域
の
交
通
利
便
性

を
検
討
し
た
。
こ
の
あ
た
り
ま
で
は
、
数
少
な
い
工
学

部
出
身
で
あ
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
て
、
現
象
に
対
し
て

統
計
的
な
分
析
を
行
い
、
予
測
モ
デ
ル
を
作
る
タ
イ
プ

の
工
学
的
観
光
研
究
に
取
り
組
ん
だ
時
代
だ
っ
た
。

そ
し
て
、
研
究
方
法
の
大
き
な
転
機
と
な
る
「
送
電

線
景
観
対
策
」
の
受
託
研
究
の
仕
事
が
来
た
。
そ
れ
は

数
百
㎞
あ
る
い
は
、
そ
れ
以
上
に
及
ぶ
１
０
０
万
ボ
ル

ト
超
大
型
送
電
線
の
建
設
に
つ
い
て
観
光
地
や
観
光
資

源
、
景
観
や
環
境
へ
の
影
響
を
避
け
な
が
ら
、
そ
の
影

響
を
最
小
に
す
る
方
法
を
研
究
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
そ

こ
に
は
、
学
生
時
代
に
開
発
し
た
「
可
視
・
不
可
視
モ

デ
ル
」「
ル
ー
ト
選
定
モ
デ
ル
」
の
考
え
方
が
生
き
た
。

当
時
の
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
大
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
、
10
分
以
上
の

計
算
時
間
を
要
し
た
。

路
線
選
定
に
当
た
っ
て
は
、
で
き
る
限
り
人
口
密
集

地
を
避
け
、
山
陰
に
隠
し
、
送
電
鉄
塔
の
デ
ザ
イ
ン
に

も
配
慮
す
る
な
ど
、
考
え
ら
れ
る
物
理
的
・
空
間
的
対

策
を
す
べ
て
取
り
入
れ
た
つ
も
り
だ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
こ
で
大
き
な
壁
に
突
き
当
た
っ
た
。

１
０
０
ｍ
を
大
き
く
超
え
る
し
か
も
複
数
の
大
型
送
電

鉄
塔
は
、
平
野
に
出
る
と
隠
し
よ
う
が
な
い
の
だ
っ
た
。

も
う
、
物
理
的
な
対
策
は
限
界
だ
っ
た
。

こ
こ
が
大
き
な
転
機
だ
っ
た
。
い
ろ
い
ろ
と
考
え
て
い

く
と
、「
塔
と
ワ
イ
ヤ
か
ら
な
る
送
電
線
と
似
た
構
造
物

に
吊
り
橋
が
あ
る
が
、
吊
り
橋
は
、
観
光
資
源
・
景
観

資
源
と
な
る
の
に
対
し
て
、
な
ぜ
送
電
線
は
嫌
わ
れ
る

の
だ
ろ
う
？
」
と
い
う
素
朴
な
疑
問
が
湧
い
て
き
た
。

つ
ま
り
、
構
造
物
の「
好
き
・
嫌
い
」
は
、
形
そ
の
も
の

を
数
値
化
す
る
最
短
ル
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
た
。

ま
た
、
私
の
卒
業
論
文
は
、「
吸
収
型
マ
ル
コ
フ
連
鎖

に
よ
る
観
光
流
動
の
研
究
～
九
州
に
お
け
る
旅
行
者
の

観
光
行
動
分
析
～
」
と
い
う
も
の
で
、当
時
の
株
式
会
社

日
本
交
通
公
社（
現
ジ
ェ
イ
テ
ィ
ー
ビ
ー
）か
ら
、旅
行
者

２
万
人
の
実
際
の
デ
ー
タ
を
使
っ
て（
パ
ン
チ
カ
ー
ド
２
万

枚
）、
そ
の
旅
行
の
軌
跡
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
読
み
取
り
、

多
変
量
解
析
と
マ
ル
コ
フ
連
鎖
モ
デ
ル
を
使
っ
て
、そ
れ

ぞ
れ
の
地
点
と
交
通
路
の
入
り
込
み
客
数
と
交
通
量
を

予
測
す
る
画
期
的
な（
？
）モ
デ
ル
だ
っ
た
。
そ
の
成
果
は
、

財
団
法
人（
現
公
益
財
団
法
人
）日
本
交
通
公
社
の
受
託

調
査
『
観
光
交
通
資
源
調
査
』の
一
部
に
な
っ
て
い
る
。

学
部
を
卒
業
し
、
観
光
計
画
の
専
門
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
だ
っ
た
ラ
ッ
ク
計
画
研
究
所
に
入
社
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
４
月
入
社
の
私
を
待
っ
て
い
た
の
は
、
年
度
末
締

切
の
期
限
が
過
ぎ
て
い
た
「
高
速
道
路
の
観
光
交
通
量

予
測
」
の
仕
事
だ
っ
た
。
こ
の
仕
事
に
当
た
っ
て
は
、
森

地
茂
先
生（
政
策
研
究
大
学
院
大
学
教
授
）の
指
導
を

得
て
、
４
段
階
推
定
法
の
分
布
モ
デ
ル
と
し
て
、「
オ
ポ

チ
ュ
ニ
テ
ィ
モ
デ
ル
」
を
実
験
的
に
採
用
し
、
可
能
性

「
天
動
説
」か
ら「
地
動
説
」へ
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だ
け
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
好
き
・
嫌
い
」
を
決
め
て
い
る
要
素
は
、
自
分
に
も
意

識
で
き
な
い
無
意
識
下
の
自
分
が
決
め
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。
こ
こ
に
至
っ
て
、
工
学
的
手
法
の
限
界
を
痛

感
さ
せ
ら
れ
た
。

当
時
、
送
電
線
景
観
の
研
究
に
つ
い
て
指
導
を
受
け

て
い
た
東
工
大
の
中
村
良
夫
先
生
に
相
談
す
る
と
、
無

意
識
の
心
理
学
の
ユ
ン
グ
や
文
化
人
類
学
の
考
え
方
は
、

面
白
い
と
示
唆
を
受
け
た
。
そ
こ
で
、
関
連
の
書
籍
を

読
み
進
め
る
う
ち
に
、
目
か
ら
鱗う

ろ
こ

が
落
ち
る
よ
う
な
切

れ
味
の
良
い
理
論
に
い
く
つ
も
出
会
い
送
電
線
景
観
を

理
解
す
る
手
掛
か
り
が
見
え
て
き
た
。
悲
し
い
か
な
工

学
部
出
身
の
私
に
は
、
い
わ
ゆ
る
人
文
科
学
や
社
会
科

学
的
な
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
が
な
い
。
そ
れ
は
欠
点
で
あ
る
と

同
時
に
、
開
き
直
っ
て
「
盲め

く
ら

蛇へ
び

に
怖お

じ
ず
」
で
、
適
用

可
能
な
理
論
は
す
ぐ
に
取
り
入
れ
る
こ
と
に
躊ち

ゅ
う

躇ち
ょ

し
な

い
の
で
、
問
題
解
決
に
は
結
び
つ
け
や
す
い
と
も
言
え
る
。

こ
こ
が
大
き
な
研
究
の
転
機
と
な
っ
た
。
自
分
の
目

で
見
え
る
現
象
だ
け
か
ら
天
体
の
運
行
を
説
明
し
よ
う

と
す
る
「
天
動
説
」
か
ら
、
自
分
で
は
自
覚
で
き
な
い

原
理
や
法
則
に
よ
っ
て
世
の
中
が
動
い
て
い
る
「
地
動

説
」
へ
と
研
究
の
取
り
組
み
方
が
大
き
く
変
わ
っ
た
の

で
あ
る
。「
天
動
説
」対「
地
動
説
」、「
ニ
ュ
ー
ト
ン
力
学
」

対
「
量
子
力
学
」
の
関
係
に
も
似
て
い
る
。
日
常
生
活

の
99
％
は
、「
天
動
説
」
と
「
ニ
ュ
ー
ト
ン
力
学
」
で
も
、

支
障
を
来
す
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
天
動
説
で
は
、

惑
星
の
運
行
を
説
明
で
き
な
い
し
、
ロ
ケ
ッ
ト
を
飛
ば

す
こ
と
も
で
き
な
い
。
ニ
ュ
ー
ト
ン
力
学
で
は
、
半
導
体

や
新
素
材
、
新
薬
の
開
発
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

観
光
現
象
を
考
え
る
上
で
、「
地
動
説
」「
量
子
力
学
」

的
視
点
を
私
に
与
え
て
く
れ
た
学
問
を
キ
ー
ワ
ー
ド
的

に
書
く
と
フ
ロ
イ
ト
、
ユ
ン
グ
の
「
無
意
識
の
心
理
学
」、

レ
ヴ
ィ・ス
ト
ロ
ー
ス
な
ど
文
化
人
類
学
の
「
構
造
主
義
」、

ソ
シ
ュ
ー
ル
の
「
一
般
言
語
学
」
と
そ
れ
に
続
く
「
記
号

論
」、
哲
学
で
は
「
現
象
学
」「
身
体
論
」、
社
会
学
で
は
、

ブ
ル
デ
ュ
ー
の
「
差
異
化
」「
文
化
資
本
」
な
ど
で
あ
る
。

具
体
的
に
、
私
の
研
究
の
中
で
の
送
電
線
景
観
研
究

で
は
、景
観
イ
メ
ー
ジ
は
、「
身
体
論
」
と
「
記
号
論
」
で
、

送
電
線
の
形
態
や
そ
れ
が
置
か
れ
た
社
会
的
コ
ン
テ
ク

ス
ト
か
ら
様
々
な
意
味
が
生
成
す
る
過
程
を
分
析
的
に

説
明
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
、
解
決
策
の
提
案
も

行
っ
て
い
る
。

別
荘
地
の
歴
史
を
研
究
し
、別
荘
地
の
本
質
に
迫
っ
た

『
日
本
別
荘
史
ノ
ー
ト
』
に
お
い
て
は
、
高
原
リ
ゾ
ー
ト

は
、見
え
や
す
い
「
避
暑
」
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、「
交

流
・
社
交
」「
健
康
」「
ス
テ
イ
タ
ス
」
な
ど
直
接
見
え

に
く
い
願
望
・
欲
望
を
背
景
に
構
造
主
義
的
な
視
点
を

持
ち
な
が
ら
残
さ
れ
た
歴
史
的
事
実
や
残
存
す
る
証
拠

に
よ
っ
て
実
証
す
る
こ
と
を
試
み
て
い
る
。
こ
の
２
つ
の

事
例
を
通
じ
て
研
究
の
テ
ー
マ
と
し
た
こ
と
は
、
い
ず

れ
も
、
目
に
見
え
な
い
現
象
の
背
景
を
貫
く
隠
れ
た
背

景
や
原
理
、
法
則
で
あ
り
、
リ
ゾ
ー
ト
計
画
に
も
本
来

反
映
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
視
点
な
の
で
あ
る
。

我
々
は
、
ま
だ
観
光
学
独
自
の
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
を
持
っ

て
い
な
い
と
思
う
。
他
分
野
の
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
の
応
用
を

観
光
の
分
野
で
や
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
で
も
良

い
と
思
う
。
ま
ず
は
、
謙
虚
に
他
分
野
の
デ
ィ
シ
プ
リ
ン

に
学
び
「
地
動
説
」
の
地
平
に
立
つ
こ
と
が
ま
ず
必
要

で
あ
る
。
さ
ら
に
、観
光
分
野
に
お
け
る
実
践
を
通
し
て
、

固
有
の
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
に
発
展
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
と

思
っ
て
い
る
。
ま
た
、
観
光
分
野
に
お
け
る
適
用
時
に
矛

盾
や
間
違
い
が
起
き
た
時
、
そ
れ
を
元
の
分
野
に
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
は
、
そ
の
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
自
体
の
発

展
・
深
化
に
も
貢
献
す
る
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
私
は
、
現
在
の
観
光
研
究
の
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
、
つ
ま
り
説
明
し
に
く
い
観
光
現
象
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
を
明
ら
か
に
す
る
研
究
課
題
の
解
答
は
、
自
分
中

心
の
観
察
か
ら
出
発
す
る
「
天
動
説
」
的
研
究
上
に
は

な
く
、
直
接
的
に
は
見
え
に
く
い
人
間
の
行
動
原
理
な

ど
を
前
提
に
し
た
「
地
動
説
」
的
思
考
の
延
長
上
に
あ

る
と
考
え
て
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
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跡
見
学
園
女
子
大
学
観
光
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
学
部
教
授
。
１
９
５
０
年
東

京
都
生
ま
れ
。
東
京
工
業
大
学
工
学
部
卒
業
。
東
京
工
業
大
学
社
会
工
学

科
助
手
、
金
沢
工
業
大
学
建
築
学
科
教
授
、
立
教
大
学
観
光
学
部
教
授
な

ど
を
経
て
、
２
０
１
５
年
よ
り
現
職
。
工
学
博
士
。
元
日
本
観
光
研
究
学

会
会
長
。
東
京
都
観
光
事
業
審
議
会
会
長
。
観
光
地
、
リ
ゾ
ー
ト
の
計
画

に
関
わ
る
基
礎
的
な
研
究
と
観
光
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
方
法
論
を
研
究
対

象
と
し
て
い
る
。
最
近
、
特
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
テ
ー
マ
は
「
観
光
地
・

リ
ゾ
ー
ト
の
歴
史
的
研
究
」
お
よ
び
「
観
光
地
の
持
続
的
発
展
に
関
す
る

理
論
的
研
究
」
な
ど
。
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